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5……………………………金属アレルギ

普段身に若けている金属(ジュエツ

ー)や日用品に使われている金属力i汗

や体液 t‐わずかながらi容けて,イオン

化した金属力沖ド内に入り,次に同じ金

属力波 触すると拒絶反応を起こし,皮

膚がかぶれる状態(アL/7レギー性接触皮

情炎)をいいますくⅣ・51.2)。

車‖5-1,2ア レルギー性接触皮膚炎

一番起こうやすい状態は,ピアスを

初めて着けるときてす。指輪は表皮の

厚い指にしますのこ 金属は表皮にlFn

まれ,体内に入うにくいのです力ヽ ビア

スは皮膚を貫いて皮下組織に直接金

属力渡 するため,拒絶反応を起こしや

すいのです。《N・53》はピアスを例

にとって説明したものです。

身体に異物が認識され,次lHlの侵入

を防く`ために:啓臆されることを感作

といいます。一度感作されると,倒属

アレルギーは一生といってよいくら

い長い問持続し,金属アレルギー自体

は治療することができません。

皮膚には本来あってはならない物

質の侵入を拒否し,また細菌が入って

こない免疫反応を起こさせる働きが
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あうます。そこで感作されるときわめ

て少量の原因物質(アレルギーを起こす

金属)と接触するたびに皮膚炎を起こ

します。通常は6～48時 間の間に反

,心します力ヽ 時には数日後ということ

もあります。

金属アレルギーは,誰でもかかると

いうわけではあうません。身に着けた

倒邑と着けている人の条件でかかう

ます。まず金■t‐9カ弔容け出しやすい

倒高かどうかということです。

ニッケルやヨ′ラツトなどの,低品度

とされる金属ほど起こしやすいとさ

れています。着けている人の条件3ま ,

まずその金属に触れる頻度がありま

す。最初の接触によう感作力起 こる場

合もあります力ヽ 何回も接触を繰り返

しているうちに,例えば数十年間にわ

たって感作されることもあります。次

にその金属に触れる条件があります。

例えt対千をかくことの多い夏に身に

着けれ,式発症しやすくなうます。こ

れはrrlよ醐とこ a高 は酸に弱いため,

金属力落 けるからです。 この点力】らい

えⅢ式冬は皮膚炎になりにくく,金属ア

レルギーと汗の各接な関係を知るこ

とができます。その他着ける人の体

質,例えば汗をかきやすい人かきにく

い人,角質層の厚い人革い人とさまざ

まな要因が組み合わさって,アレルギ
ーカF51き起こされます。

私たちが日常接する倒高製品の数

はきわめて多く,1種類の金属だけで

作られているものはほとんど見当た
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けません。家庭用品の多くは色合いを

よくし,耐黄食性をもたせるために,メ

ッキという形で多種劉属の表面加工

がされています。またジュエリーであ

っても純金属そのままのものは少な

く,多くは合金を用い,あるいはその上

にメッキ加工を行なっています。

どんな金属でもアレルギーを起こ

す可能性をもっています。どの金属が

起こしやすいか《Ⅳ・54》 をさ覧下さ

い。

,15-4金 属アレルギーと起こしやすい金属

ことと場正を十
ニンケル/コフヽルト/クロム

整鉛/マンガン/銅

銀/ブラチナ/金

チタン

Ⅲニッケル

女性のアレルギー性接触皮膚炎の

原因の第一位です。汗の中の塩素イ

オンはニッケルを溶かす作用が強く,

過去にニッケル・アレルギーにかかっ

た人は少量の汗でもニッケルを身に

若けただけで皮膚炎を起こします。ま

たニッケルが使われている50円 玉,

100円玉 500円玉《Ⅳ 5-5》などに触

れる機会の多い人も,アレルギーを起

こすこと力Fあうます。さらにこの倒属

は接触した部分だけでなく,jl L液に運

ばれて汗の多い場所に湿疹を出すこ

ともあります。

アクセサリーには金メッキ仕上げ

が行なわれることが多く,これらの下

地にはニッケル・メッキカSよく牙J用さ

れています。金メッキカ場 ついたり摩

耗した場合は下地に使用したニッケ

ルカ尉容け出す場合もあります。

Ⅲコパルト

ニッケルと近縁関係にある金属f

‐ッケルと同じ反応をしめします。

Ⅲクロム

時計の皮クヾンドやゴルフの革手袋

金属アレルギーを一言でいうと

金属アレルギーを引き起こす

金属アレルギーはどのようにして

起こるのわ3

金属アレルギー自体は
治療できない

アレルギーの原因となる金属


